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ケーブルの引き回し例 
荷室にグロメット（水抜き穴）がない場合 引き回しのポイント 

荷室にグロメット（水抜き穴）がある場合 

乗用車の場合 ケーブルを引き回した後は...
バックドアをゆっくり
開閉し、カメラケーブ
ルがバックドアの縁で
こすれていないか十分
確認してください。 

ハーネスカバー 

ヒンジ 

バックドアのハーネス
カバー、ヒンジの外側
を引き回す。 

カメラ 
カメラ 

バックドアの上を引き回
し、ドアの端の隙間が広い
箇所より引き込む。屋根に
はり付けた場合は、屋根の上を
引き回す。 

ケーブルはバックドア 
の下を引き回さない！！ 

クランパーで
固定する 

バックドアの縁に
挟まれて傷がつく 

ポイント2
ポイント1

カメラ 

ルーフスポイラー 

 ケーブル 
（太さ：約4mm） 

カメラ 

バックドア 

バックドア 
カメラ 

ルーフレール 

リアスポイラー 

ケーブルクランパー 
（市販品） 

ケーブルクランパー 
（市販品） 

ケーブルクランパー 
（市販品） 

ケーブルクランパー 
（市販品） 

防水ゴム 

スカッフプレート 

防水ゴムは水をつけ
て移動してください。 

防水ゴムをゴムパッキンに
当てて車室内に引き込む。 

トランクリッド 
カメラ 

トランク蓋 

ゴムパッキン 

防水ゴム 

グロメット（水抜き穴） 

切り込み 

グロメット 

ケーブル 

グロメットの中心まで
切り込みを入れ、さら
に中心部を十字に切っ
てケーブルを通す。 

通した後、シリコンボンドなどで防水処理を
行ってください。 

お願い 

●ケーブルクランパーは、市販品のものを必要個数ご準備ください。 
●テレビの電源スイッチを切っても、AMラジオ放送に雑音が入るときは、車両のワイヤーハーネスから
カメラケーブルをはなしてください。 
●カメラケーブルはアンテナケーブルからできるだけ離し、引き回してください。（テレビに妨害がは
いることがあります。） 

●雨水等の侵入を防ぐためトランク部分の引き回しにはできるだけ下の方からカメラケーブルを引き込んでください。 
●バックドアにカメラを取り付けた場合、ドアの開閉に支障をきたさないよう、カメラケーブルに余裕を持
たせ引き回してください。 
●カメラケーブルはバックドアの開閉ではさみ込まれない位置を十分ご確認のうえ引き回してください。 
●カメラケーブルがバックドアの縁にはさまれて傷がつきますと、傷の部分からカメラ内部に湿気や水が吸
い込まれ故障の原因となります。 

カメラケーブルの車室内への引き込み 

ケーブル取り入れ部をヤスリ
などで加工する 

ケーブルクランパー 
（市販品） 

防水ゴム 

ゴムパッキン 

防水ゴムはトランク蓋を閉じたときゴムパ
ッキンに平行に当たるところに取り付けて
ください。 

スカッフプレート 

スカッフプレートおよびフロアマットをは
がし、水抜き穴からケーブルを入れる。 
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